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第５章 長寿命化計画の推進 

① 情報基盤の整備と活用 

１）施設毎の保全計画と日常点検 

ａ．点検・診断等の実施方針 

本市では、施設管理者が常に施設に目を向け、施設が良好な状態で維持され、施設に

係る事故を未然に防ぐなど、適正な施設の管理を図るため、特に日常的に点検しなけれ

ばならないチェック項目を集約した「施設管理者点検マニュアル」を平成 26 年(2014

年)12 月に作成しました。 

この「施設管理者点検マニュアル」に基づく職員等による日常的な点検のほか、定期

検査報告制度等により専門業者の点検を活用するなど、点検履歴を集積・蓄積し、維持

管理、修繕及び更新時や本計画の見直しの基礎データとして活用します。 

 

ｂ．維持管理・修繕・更新等の実施方針 

公共施設を安心・安全に維持していくためには、適切な時期に適切な修繕等を行う必

要があります。そのため、事後保全型から予防保全型への転換を図り、建築物ごとの中

長期的な修繕計画を作成し、建築物の長寿命化を進め、ライフサイクルコストの縮減を

図ります。併せて、修繕計画と点検・診断等を踏まえ、事業実施についての優先順位の

検討を行い、事業予算とのバランスを見ながら事業の平準化を進めます。 

また、建築物の修繕等の内容に関しては、今後、庁内で情報を一元化していくことを

検討し、維持管理や修繕に活用していきます。 

一方で、更新等については、公共建築物の最適化に関する取組の方向性を踏まえたも

のとし、統廃合が予定されている建築物の修繕については、明らかな劣化が生じた段階

で補修を行う事後保全型の維持管理の対象とします。 

 

２）施設情報の一元管理 

本市では、一般財団法人建築保全センターが開発した BIMMS(保全マネジメントシステ

ム)を導入しており、施設情報の一元管理を行う方針としています。 

また、本計画立案にあたって、管財課及び財政課にて公有資産台帳の見直しを行い、

所有公共建築物のデータ精査を行いました。このデータを活用して、長寿命化の試算を

行っており、全ての情報は公有資産台帳と共通の公有資産台帳番号の付与を行い、整合

性が取れたデータの整備を行いました。 

今後、BIMMS 等を活用して施設情報の一元管理を行います。 
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② 推進体制等の整備 

公共施設の安全性の確保や、長寿命化及びライフサイクルコストの縮減を図り、維持

管理を総合的かつ計画的に進めていくため、庁内での体制を強化し、情報共有等をさら

に進めていきます。 

また、担当部署の明確化や発注フローの明確化など、工事発注において不慣れな業務

に対するフォローを行う体制を構築していきます。 

 

１）推進体制の主要テーマ 

推進体制等の整備において、考慮すべき主要テーマは以下となります。 

 

表 5-1 推進体制の主要なテーマ 
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２）担当部署の実施内容 

庁内の推進体制の強化に関しては、実施内容の明確化を行います。表 5-2 が長寿命化

計画の推進における主要なテーマで、施設管理の担当部署だけでなく、状況に応じてプ

ロジェクトチームによる推進なども検討します。 

推進にあたっては、施設管理の担当部署が、国の施策や住民ニーズ、サービスの高度

化、施設の複合化の先進事例などを常に意識をしていくことで、実際に複合化や長寿命

化の検討及び設計において、地域に最適な施設として整備していくことが可能となりま

す。 

表 5-2 推進に関する主要なテーマ 

 

長寿命化計画（再編・複合化含む）の進捗管理

長寿命化計画（再編・複合化含む）の予算管理

長寿命化計画（再編・複合化含む）の財政措置の検討と計画の見直し

公共施設の諸元データの管理

公共施設の再編に関する周知及び啓蒙活動

公共施設の再編のワークショップ運営（意向把握、周知及び啓蒙活動）

再編計画策定

情報収集（財政措置、補助金、財政推計、人口推計、児童・生徒数推計等）

情報収集（複合化手法等の事例収集・検討等）

情報収集（サービスに関する検討等）

複合化する施設に関する要望や複合化仕様等の検討

再編を伴う長寿命化計画の見直し

長寿命化改修の調査・設計の発注・業務実施

長寿命化改修の発注・業務実施

設計業務の発注・業務実施に関する技術的支援

工事業務の発注・業務実施に関する技術的支援

施設の活用に関する意見・要望の収集

国や県の長寿命化及び施設再編施策との連携

民間活力の利用検討

④長寿命化改修工事（複合化含む）の調査・設計・工事の発注・業務実施

⑤公共施設の住民との利活用に関する連携

⑥他の組織との連携

長寿命化計画の推進に関する主要なテーマ

①予算管理・データ管理・長寿命化及び再編計画の進捗管理

②公共施設の長寿命化・再編に関する市民との合意形成

③公共施設の再編計画（複合化・統廃合・滅却・他）策定に関する連携
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３）業務実施スケジュールの事例 

長寿命化改修工事の推進においては、庁内での事前検討、基本設計、実施設計、工事

発注など、発注までの基本的なスケジュールや担当部署の明確化を行うことが必要です。 

また、長寿命化改修工事の設計や推進にあたっては、プロジェクトチーム等によりこ

れらの設計や工事の推進をフォローする体制を構築することも重要な取組となります。 

 

表 5-3 実施スケジュール（例）や検討事項など 
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③フォローアップ 

本計画の推進を図るため、Plan（計画）⇒Do（実施）⇒Check（評価）⇒Action（改善）

の４つの視点に基づくＰＤＣＡサイクルによる進捗管理を行います。 

こうした進捗管理に当たっては、全庁的な視点により、計画の実施状況の把握や検証、

情報共有に努めるとともに、上位計画である公共施設等総合管理計画や予算との連携を

図りながら、適宜、評価・改善を実施します。 

本計画の目標達成に向けて、個別の施設ごとの対策を検討し、個別の計画を策定する

必要があります。その個別の計画の実行過程で年１回必ず状況を評価し、必要に応じて

計画の修正や追加を行います。 

  

④維持管理 

１）維持管理の項目・手法等 

公共施設が建設され使用開始された後、取り壊しに至るまでの間に行われる施設保全

業務について、ファシリティマネジメントの観点から、総合的かつ計画的に行う必要が

あります。今後、公共施設の老朽化に伴い、公共施設の保全に関する経費はますます膨

大なものになってくることが予想されます。このため計画的かつ適切な施設の維持管理

を行い、施設の健全な機能を長期的に維持管理することが重要となります。 

本市では、施設管理者点検マニュアルを整備しており、マニュアルに沿って定期的な

点検を行っています。また、マニュアルを基に各施設管理者が「施設自主点検記録」を

作成することとしています。 

また、法定点検による周期的な点検や、計画的保全によるタイミングに行う点検を組

み合わせて、施設に必要な維持管理を行います。 

 

・日常の維持管理（施設管理者点検マニュアル） 

・法定点検（建築基準法第 12 条による点検） 

・計画的保全による劣化点検 
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２）日常の維持管理（施設管理者点検マニュアル） 

施設管理者に施設管理点検マニュアルを通して常に施設に目を向けてもらい、施設に

係る事故を未然に防ぐために適正な施設の管理を図るなど、特に日常的に点検しなけれ

ばならないチェック項目を集めてまとめています。 

本マニュアルによる点検は、日常での維持管理の中で実施するものです。 

 

図 5-1 施設管理者点検マニュアル 

 

図 5-2 点検内容・写真・アドバイス等 

 

図 5-3 施設自主点検記録票 
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３）法定点検（建築基準法第 12 条による点検） 

建築基準法では、建築物を適切に維持管理し安全を確保するため、建築物の所有者又

は管理者に対し、定期に一級建築士等による調査・点検を実施させなければならないと

しています（建築基準法第 12 条）。対象施設・設備及び調査・点検の項目・方法・判定

基準は、国土交通省告示において定められています。 

本法令による点検は、法令に定められた点検周期にて、専門技術者により実施します。 

 

図 5-4 法定点検と実施周期 
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４）計画的保全による劣化点検 

本計画の見直し時には、施設躯体の劣化状況及び施設躯体以外の劣化状況の調査を行

い、必要に応じて修繕などを行います。本計画による点検は、計画見直し時等に専門技

術者により実施します。 

 

図 5-5 躯体以外の劣化状況調査票 


